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２
０
１
９
年
第
９
０
回
川
崎
メ
ー
デ
ー

が
５
月
１
日
川
崎
の
富
士
見
公
園
で

９
時
３
０
分
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。

川
崎
支
部
か
ら
は
長
谷
川
清
さ
ん
、

光
田
道
雄
さ
ん
、
浅
岡
正
夫
さ
ん
、

今
野
さ
ん
　
細
谷
静
雄
さ
ん
細
谷
あ

つ
子
さ
ん
、
私
小
林
正

一
。

元
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
の

鈴
木
偉
仙
さ
ん
を
含
め
８
名
の
参
加

で
し
た
。

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
働
く
も
の

の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、
平

和
と
民
主
主
義

ｏ
中
立
の
日
本
を
め

ざ
そ
う
」
で
し
た
。
　

．

今
、
安
部
内
閣
は
、
憲
法
９
条
の
改

憲
、
そ
し
て
、
市
民
が
反
対
し
て
い

る
消
費
税
を
１
０
月
か
ら
１
０
％
に

行
う
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
私
は
反
対
で
す
。

メ
ー
デ
ー
で
の
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン

テ
ス
ト
は
昨
年
と
比
べ
て
数
が
多
い

と
思
い
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
手
作

り
で
見
ご
た
え
が
有
り
ま
し
た
。

今
回
の
メ
ー
デ
ー
は
新
し
い
企
画
が

あ
り
ま
し
た
。
弁
護
士
さ
ん
に
よ
る

“
歴
史
ク
イ
ズ
”
が
あ
り
、
こ
れ
は
、

参
加
者
全
員
す
る
も
の
で
し
た
。

私
は
正
解
が
続
き
最
後
に
は
舞
台
に

上
る
こ
と
と
な
り
３
名
が
残
り
そ
の

一
人
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
優
勝
は
出
来
ず
女
性
が
優

勝
者
で
手
作
り
の
王
冠
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

集
会
終
了
後
に
デ
モ
行
進
を
行
い
富

士
見
公
園
か
ら
市
役
所
前
を
通
過
し

て
川
崎
駅
前
の
通
り
東
田
公
園
で
解

散
と
な
り
ま
し
た
。

二
次
会
で
の
話
題
は
メ
ー
デ
ー
歴
史

の
ク
イ
ズ
で
最
後
の
手
前
ま
で
残

っ

た
事
。
矢
部
さ
ん
が
再
び
平
和
行
進

に
挑
戦
す
る
事
。
職
場
で
動
き
な
ど

を
話
し
な
が
ら
交
流
を
し
て
終
了
し

ま
し
た
。
記
・
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

小
林
正

一

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
会
は
、
２
０
１
９

一
時
金
の
要
求
を
、
５

月
１
４
日
提
出
し
ま
す
。

分
会
は
、
門
前
で
の
シ
ー

ル
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
の

結
果
を
集
計
し
、
５
月

１
０
日
の
組
合
員
全
員

に
よ
る
全
体
会
議
で
要

求
を
決
定
し
ま
し
た
。

三和
=レ
クトロニクス分会 2019-時金喜求提出

年間 (夏冬合わ世τ)5。 5ヶ月
要求

(1)一般社員及び嘱託社員は、基準内賃金の5.5ヶ月とし
夏冬折半とすること。

(2)パート・アルバイトも一般社員に準じて支払うこと。
(3)支給日 夏季分 2019年 6月 20日 (本 )

冬季分 2019年 12月 10日 (火 )
(4)回答指定日 2019年 5月 24日 (金 )

〒214-0021 川崎市多摩区宿河原 6-24(南 武線・久地駅徒歩署分)



(2)

【
メ
ー
デ

ー
報
告

（
前
夜
祭
】

記

・
浅
岡
正
夫

４
月
３
０
日
夜
６
時
よ
り
、

雨
が
し
と
し
と
降
る
中
、
メ
ー

デ
ー
会
場
に
テ
ン
ト
を
張
り
、

前
夜
祭
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

回
の
企
画
は
マ
イ
ケ
ル

ｏ
ム
ー

ア
監
督
の

【世
界
侵
略
の
ス
ス

メ
】
を
鑑
賞
し
、
途
中
途
中
で

司
会
者
か
ら
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
有
給
休

暇
日
数
（年
間
８
週
間
）や
ド
イ

ツ
の

一
日
の
労
働
時
間
（日
本

と
比
べ
年
間
で
１
４
日
短
い
）

や
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
大
学
授
業

料
壺
小料
）な
ど
、
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
に
関
連
し
た
ク
イ
ズ
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
が
準
備

し
た
オ
ー
ド
ブ
ル

・
焼
肉

・
ビ

ー
ル

・
酒
類
も
会
費
千
円
で
お

な
か

一
杯
に
な
り
、

参
加
人
数
は
十
数

名
と
若
干
少
な
か

っ
た
で
す
が
、
わ

い
わ
い
楽

し
＜
、

お
い
し
く
、
勉
強

に
な
る
集
い
で
し

た
。

【
メ
ー
デ
ー
報
告（当
日
こ

記
・
浅
岡
正
夫

当
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

『
メ
ー
デ
ー
歴
史
ク
イ
ズ
』
は

大
変
評
価
が
高
＜
、
実
行
委
員

会
の
工
夫
が
見
え
ま
し
た
。
優

勝

者

に
は

手
作

り

の

王

冠

が

渡

さ

れ

ま
し
た
。

フ
ラ

ツ
シ

ュ

・
モ

ブ
は
、
９
０
回
目
の

メ

ー
デ

ー
を

ア

ツ

ピ

ー

ル

し

よ

う

と

４
回
に
わ
た
り
、
ラ

ゾ

ー

す

前

で

サ

ン

グ

ラ

ス

と

作

業

着

と

い

う

ス

タ

イ

ル

で

メ

ッ
セ

ー
ジ

ボ

ー
ド
を
持
ち
、
ス
ト

ッ
プ

モ

ー

シ

∃
ン

を

行

っ
て

き

ま

し

た
。
メ
ー
デ
ー
会
場

で

も

披

露

さ

れ

ま

し
た
。
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組合費の納入がおくれていませんか?
〓6月中の納入をお願いします〓

財
政
部
長
浅
岡
　
正
夫

組
含
員

の
み
な
さ
ん

―

安
倍
政
権

の
横
暴
は

い
よ

い
よ
行
き
着

く
と

こ
ろ
ま

で
来
た
よ
う
で
、
コ
８
法
に

自
衛
隊
を
明
記
す
る
問
題
』

『
消
費
税
１
０
％
問
題
』
な

ど
慣
激
が
止
み
ま
せ
ん
。

７
月

の
参
議
院
選
挙

で
は

自

公
政
権

に
ト
ド
メ

の

一

撃
を
与
え
ま
し
よ
う
。

私
た
ち

「
Ｊ
Ｍ
Ｉ
丁
∪
川

崎
支
部
」
も
組
織
拡
大
を
当

面

の
重
要
課
題
と

し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
残
念

な
が

ら
な
か
な
か
成
果
を

生
む
と

こ
ろ
ま

で
は
至

っ

て
い
ま
せ
ん
。

大
変
恐
縮

で
す
が

組
合

費

の
納

入
が

し
ば

ら
く
滞

っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
期
大
会
も
間

近
か
で
す
の
で
、ぜ
ひ
今
月
か
ら
来
月
中
（六

月
中
）
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
振
り
込
み
の
場
合
は
回
座
に
お
振
り

込
み
下
さ
い
。

口
座
番
号
０
〇
二

一
０

‥
五

‐
八
九
二
五
四

名
　
　
称
　
Ｊ
Ｍ
Ｉ
丁
Ｕ
川
崎
支
部

○
直
接
手
渡
し
の
場
合
は
、
お
近
く
の
支
部

役
員
ま
で
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

○
毎
週
土
曜
日
の
午
後

一
時
以
降
は
、
組
合

事
務
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
直
接
お

持
ち
頂
き
、
近
況
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
ん
ぶ
世
ん

▼

「
国
難
突
破
解
散
」
つ
か
ら
２
年
前
、
安
倍
首

相
は
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
理
由
の

ひ
と
つ
に
し
て
、
解
散
総
選
挙
を
行
っ
た
。
「
Ｊ

・

ア
ラ
ー
ト
」
騒
ぎ
も
あ

っ
た
。
今
月

（
５
月
）
に

入

っ
て
２
度
に
わ
た

っ
て
の
北
朝
鮮
か
ら
の
短

距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
あ

っ
た
。
〈フ
回
は
ミ

サ
イ
ル
と
言
わ
な
い
で

「
飛
翔
体
」
だ
そ
う
だ
。

▼
安
倍
首
相
は
、
昨
年
の
国
会
で

「
北
朝
鮮
が
対

話
に
応
じ
た
か
ら
と
い
っ
て
制
裁
を
緩
め
る
、
対

価
を
与
え
る
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
・
・
・

圧
力
を
最
大
限
ま
で
高
め
る
」
こ
の
５
月
７
日
、

「
前
提
条
件
な
し
」
で
金
正
恩
労
働
党
委
員
長
と

会
う
と
表
明
。
（
も
う
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
は
い

ら
な
い
で
し
よ
う
）
▼
「
北
方
領
土
は
日
本
の
固

有
の
領
上
で
あ
り
、
ソ
連

（
ロ
シ
ア
）
に
不
法
に

占
拠
さ
れ
た
。
４
島

一
括
返
還
」
と
言
い
続
け
て

き
た
安
倍
首
相
。
い
つ
の
間
に
か
、
４
島
も
２
島

も
語
ら
ず
。
（
街
宣
車
の
方
た
ち
は
ど
う
思

っ
て

い
る
の
？
）
▼
外
交
姿
勢
を
こ
う
も
簡
単
に
変
更

し
て
し
ま
う
首
相
て
、
ど
う
な
の
。

【
平
和
で
な
＜
っ
ち
ゃ
】

夏
季

一
時
金
カ
ン
パ
の
お
願
い

夏
季

一
時
金
交
渉
が
現
在
取
り
組
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
大
変
恐
縮
で
す
が
表
題
の

通
り

『
夏
季

一
時
金
カ
ン
パ
』
を
心
よ
り

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
送
付
先

・
送
付
方
法
は
、
前
述
の

固
田
囲
□
と
同
じ
で
結
構
で
す
が
、

カ
ン
パ
と
コ
メ
ン
ト
し
て
下
さ
い
。
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IT

清tl

今
年
の
平
和
行
進
は
矢
部
さ
ん
が
、

北
海
道
の
礼
文
島
か
ら
、
東
京
上
野

ま
で
、
５
月
６
日
（月
）か
ら
７
月
２

７
日
（土
）ま
で
８
３
日
間
行
進
を
す

る
の
で
、
昨
年
ま
で
の
様
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ

丁
∪
の
リ
レ
ー
旗
を
途
切
れ
な
＜
つ

な
ぐ
が
難
し
い
状
態
で
し
た
が
、
神

奈
川
県
内
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
丁
∪
の
各
支
部

分
会
に
依
頼
し
て
、
何
と
か
途
切
れ

ず
に
、
静
岡
に
引
き
継
げ
そ
う
で
す
。

我
が
、
川
崎
支
部
の
担
当
と
し
て
、

例
年
通
り
５
月
８
日
（水
）幸
区

・
中

原
区
で
、
川
崎
の
稲
毛
公
園
９
時
集

合
で
、
支
部
の
参
加
者
は
、
細
谷

（し
Ｔ

光
田

・
小
林

ｏ
長
谷
川
の
４

名
で
し
た
。
９
時
２
０
分
頃
行
進
ス

タ
ー
ト
を
し
、
核
兵
器
な
＜
そ
う
、

戦
争
嫌
だ
、
平
和
が
い
い
ね
、
核
兵

器
禁
上
の
条
約
発
効
を
な
ど
の
コ
ー

ル
し
な
が
ら
平
間
公
園
ま
で
行
き
、

１
１
時
ご
ろ
休
憩
、
お
茶
と
お
菓
子

元
気
よ
く

長
谷
川

を
ふ
る
ま

っ
て
＜
れ
ま
し
た
。
し
ば

し
休
憩
後
、
又
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴

え
な
が
ら
、
中
原
平
和
公
園
に
行
き
、

お
昼
休
憩
、
地
元
の
新
婦
人
の
方
が

朝
か
ら
お
む
す
び
３
０
０
個
、
（
シ
ャ

ケ

・
昆
布

・
お
か
か
）
を
握

っ
て
い

た
だ
い
た
の
と
、
お
し
ん
こ
、
お
茶

を
ふ
る
ま

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
時
間
お
昼
休
憩
を
取
り
ま
た
行
進

を
続
け
、
１
４
時
頃
、
ユ
ー
コ
ー
プ

丼
田
三
舞
店
で
お
茶
と
お
菓
子
の
接

待
と
医
療
生
協
の
血
圧
測
定
が
し
て

ら
え
ま
し
た
。
１
５
分
位
休
憩
後
、

又
、
１
時
間
３
０
分
歩
き
、
１
５
時

４
０
分
ご
ろ
新
城
公
園
に
到
着
し
て

終
了
。
５
月
９
日

（
木
）
高
津
区

・
多
摩

区

・
麻
生
区
で
、
９
時
高
津
区
役
所

集
合
で
、
支
部
の
参
加
者
は
小
林

ｏ

長
谷
川
の
２
名
で
し
た
。
９
時
３
０

分
ご
ろ
出
発
約

一
時
間
ち
よ
い
歩
き
、

東
高
嶺
森
林
公
園
に
到
着
し
、
こ
こ

で
も
コ
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
お
茶
と
お

菓
子
接
待
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

多
摩
区
役
所
に
向
か
っ
て
だ
ら
だ
ら

歩
き
、
１
２
時
１
０
分
頃
、
多
摩
区

役
所
に
到
着
。
約
１
時
間
位
休
憩
を

と

っ
て
、
ユ
ー
コ
ー
プ
寺
尾
台
店
前

の
公
園
で
１
４
時
３
０
分
頃
休
憩
、

こ
こ
で
は
、
バ
ナ
ナ

・
オ
レ
ン
ジ

・

お
茶

・
お
菓
子
を
ふ
る
ま

っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
１
５
分
位
休
憩
し
て
ラ

ス
ト
、
麻
生
区
役
所
に
向
か

っ
て
坂

道
が
か
な
り
あ
る
と
こ
ろ
を
、
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
な
が
ら
１
６
時
１
７

分
位
に
到
着
後
、
麻
生
区
長
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

矢
田
さ
ん
社
文
一
が
ら

平
和
行
壼
ス
タ
ロ
ト

矢
部
常
次
さ
ん
は
５
月
６
日
礼
文

島
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
稚
内
、
［小
谷
、

美
深
町
へ
と
５
月
８
日
讀
で
進
み
、

各
地
で
歓
迎
さ
れ
、
元
気
よ
＜
行
進

を
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

フ
エ
イ
ス
ブ
ツ
ク
に
て
、
記
事
と

写
真
を
ほ
ぼ
毎
日
発
信
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
３
２
５
人
に
な

っ
て

い
ま
す
。
励
ま
し
の
コ
メ
ン
ト
も
送

ら
れ
て
い
て
、
『
自
撮
り
棒
』
で
撮

っ

た
写
真
は
ち
よ
っ
と
硬
い
感
じ
で
し

た
。
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東
芝
プ
レ
シ
ジ
∃
ン
　
浅
岡

４
月
２
７
日
（土
）
１
２
時
半
よ
り
大
田
区
民
生

活
セ
ン
タ
ー
に
て
祝
う
会
が
開
催
さ
れ
。
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
も
と
も
と
新
丸
子
と
糀
谷
の
２
つ
の
地

域
支
部
が
合
併
し
て
で
き
た
そ
う
で
、
労
働
相
談
↓

争
議
↓
組
合
づ
＜
り
の
繰
り
返
し
で
職
場
の
移
転

や
組
合
員
の
高
齢
化
も
あ
り
な
が
ら
、
〈フ
で
も
百
数

十
名
の
組
織
を
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
週
刊
機
関
紙

『
大
地
』
を
発
行
す
る
な
ど
、
運
動
を
継
続
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
服
し
ま
し
た
。

東
芝
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
　
浅
岡

４
月
２
５
日
（木
）午
後
１
時
半
よ
り
、
支
部
三
役

と
地
域
労
組
委
員
長
大
貫
氏
、
書
記
長
竹
内
氏
で
そ

れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
問
題
や
共
通
の
課
題
、
こ
れ
か
ら

共
同
で
取
り
組
め
る
課
題
な
ど
が
話
し
合
え
ま
し

た
。
〈フ
後
も
不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
交
流
を
深
め

て
ゆ
き
ま
す
。

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
　
細
谷

５
月
連
体

（
も

っ
と
も
小
生
は
毎
日
連
体
で
す

が
）、
メ
ー
デ
ー

（
５
／
１
）、
害
一法
集
会

（
５
／
３
）

で
日
焼
け
し
、
さ
ら
に
、
平
和
行
進

（
５
／
８
）
で

追
い
打
ち
。
（
シ
ミ
？
老
人
斑
？
が
心
配
）

そ
の
他
は
、
ウ
ツ
ド
デ
ツ
キ
の
修
繕
・
塗
装
の
準
備

に
費
や
す
。
５
月
３
日
の
憲
法
集
会
で
、
『
小
室
等
』

（
若
い
人
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
な
）が
演
奏
す
る
と

い
う
こ
と
で
早
め
に
会
場

（
有
明
防
災
公
園
）
へ
行

っ
た
が
、
演
奏
は
何
か
も
ぞ
も
ぞ
言

っ
て
い

て

・
・
ｏ
・
。
そ
れ
よ
り
も
前
座

（
？
）
の

『
つ
じ

き
つ
よ
し
ｏ
内
田
勘
太
郎
「
子
供
団
Ｌ

の
演
奏
が
、

元
気
が
あ
っ
て
な
か
な
か
面
白
か
っ
た
。
（
内
田
勘

太
郎
氏
は
、
長
谷
川
川
崎
支
部
委
員
長
の
カ
ラ
オ
ケ

十
八
番
の
“
憂
歌
団
”
の
元
メ
ン
バ
ー
だ
そ
う
で

す
。
）
そ
れ
に
し
て
も
巷

（
特
に
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
の
メ

デ
ィ
ア
）
の
改
元
騒
ぎ
に
う
ん
ざ
り
。
よ
そ
様
の
家

の
世
帯
主
が
変
わ
る
よ
う
な
も
の
（
我
が
家
だ

っ
て

最
近
世
帯
主
交
代
し
ま
し
た
よ
）
に
何
故
そ
ん
な
に

大
騒
ざ
す
る
の
か
。
一西
百
が
変
わ

っ
て
も
、
何
も
変

わ
ら
な
い
。
お
祭
り
騒
ぎ
の
内
に
参
議
院
選
挙
に
行

っ
て
し
ま
お
う
と
い
う
闇
惑
か
。
９
条
改
憲
、
消
費

税
１
０
％
、

情
勢
だ
。

イ
ラ
ン
情
勢
、
米
中
貿
易
戦
争
大
変
な

東
芝
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
分
会
　
浅
岡

連
体
後
半
の
上

日
で
福
島

・
大
内

宿
へ
家
族
旅
行
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

東
北
自
動
車
道

・

白
河
Ｉ
Ｃ
か
ら
大

内
宿
の
手
前
か
ら
、

わ
ず
か
５
キ
ロ
余

り
を

一
時
間
半
も

ノ
ロ
ノ
ロ
大
渋
滞
。

昼
食
は
名
物
の

『
ネ
ギ
蕎
麦
』
を
堪
能
。
∪
タ
ー
ン
の
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
な
が
ら
群
馬
の
宿
に
８
時
に
到
着
。

翌
日
は
藤
棚
で
有
名
な
佐
野
に
あ
る
『
あ
し
か
が

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
』
へ
、
紫
色
の
藤
は
ほ
ぼ
終
わ
り

で
、
白
藤
が
満
開
で
し
た
。
次
に
館
林
の

『
つ
つ
じ

ヶ
岡
公
園
』
へ
、
一
万
株
の
つ
つ
じ
が
今
ま
さ
に
真

っ
盛
り
。
日
の
保
養
が
で
き
ま
し
た
。
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第 4回大山街道巡り

日 時 :5月 18日 (上 )
(予備日 6月 1日 (土 ))

集合場所 :東急田園都市線

江田駅改札□ 10時集合
コース :荏田宿～長津田宿 約 8Km
解散 :東急田園都市線 長津田駅
※やつと大山のコースのほぼ 1/3まで
来ました。メンバーが固定しつつありま

すが、途中からでも新メンバーの参加を

待つてます。

連絡先 :光田(090-8846-1815)
長谷川(090-8109-7682)6310号の回答

「 トウイツチホウセンキョ」統一地方選挙で

した。応募者は 5人で全員正解でした。
尾崎康尚さん 日本シリター分会 (図書カード)
菅原祐三さん 支部報読者 (図書カード)
浅岡冨枝さん 東芝プレシシ・ョン分会 (図書カード)
石田洋司さん 合同分会 (図書カード)
長谷川綾子さん三和分会の家族 (図書カード)

今後の日程
5月 15日 (水)第 17回執行委員会 (支部事務所)19:○○～

夏季一時金統一要求提出日

17日 (金)ワ ーカーズネット 公契約条例懇談会
18日 (土)労働相談 (支部事務所)13:OO～ 17:○ ○

第 4大山街道巡り (江田駅)10:00～
22日 (水)夏季一時金統一要求提出日
23日 (木)ワ ーカーズネット運営委員会 (テクノかわさき)18:30～
25日 (上)労働相談 (支部事務所)13:OO
29日 (水)第 18回執行委員会 (支部事務所)19:00～
30日 (木)ワ ークルール講座第 1回目 (て <のかわさき)19:00～
31日 (金)ワ ーカーズネット街頭労働相談 (溝の□)19:∞～/地本回答確約行動

6月 01日 (土)労 働相談 (支部事務所)13:00～ /第 4大山街道巡り予備日
05日 (水)第 11回書記局会議 (支部事務所)19:OO～
08日 (上)労働相談 (支部事務所)13:OO～
12日 (水)第 19回執行委員会 (支部事務所)19:00～
13日 (本)全川崎地域労組との懇談会 (全川崎地域労組事務所)13:30～ 14:30
15日 (上)労働相談 (支部事務所)13:OO～
22日 (上)労働相談・絵手紙教室 (支部事務所)13:OO～/
23日 (日)川崎支部年F88総括会議 川崎支部事務所 13:OO～
29日 (上)労働相談 (支部事務所)13:00～

7月 27日 (上)神奈川地本定期大会 教育文化会館
7月 28日 (日 )り |1崎支部定期大会  総合自治会館 (予定)

共済・カンパ等は I郵便振込国座 00210-5-89254名称 :」 MITU,11崎支部


